
村松小のGIGAスクール

家庭での活用と今後について



１．GIGAスクール構想とは何か？

・2019年（令和元年）に開始された、全国の児童1人に1台のコンピュー　　ターと高
速ネットワークを整備する文部科学省の取り組み。

・単なる知識習得の学習だけではなく主体的・対話的・深い学びを実現　するア
クティブ・ラーニングの実現のための環境整備。

・インターネットを利用した検索による調べ学習ができるようになり、　授業の幅
が拡大。

・プログラミング教育の効果の拡大。



２．これまでの取り組み

・２０２０年度末に村松小にchromebookが配布され、２０２１年９月よ　り本格的

に授業での活用を開始。

・全校一斉の取り組みとして、算数の授業での習熟問題と児童のメンタ　ル

チェックのアンケートを毎日行った。

・小学校の学習は実際に身体を動かして学ぶ領域が多く、chromebookを　用

いた学習への変化には慎重な見極めが必要です。そのため、全ての　授業で

の活用は、現段階では行っていません。

・児童が毎日使うことができるよう、操作方法の指導を各学級で実施。



３．今年度の取り組み

◎２０２２年度より家庭での活用が始まります。

・５月末までにAI活用型のドリルが使えるように指導を行います。

・６月中旬より、高学年から順次持ち帰りを開始。

・６月の授業参観で保護者向けのchromebook操作方法の説明会。

・夏休み期間、宿題と連絡ツールとして活用。



４．家庭に持ち帰る意義

・AIドリルでの学習による個別学習の時間の確保。

・確実な情報の伝達。

・家庭でのメディアリテラシー教育

・児童がchromebookを扱う時間の確保



５．家庭での活用（①宿題としての活用）

・「eライブラリ」というAIドリルで宿題を行います。

・「eライブラリ」は習熟度に合わせて問題が出題されるので、自主学習　で用い

ます。

・既存の書く宿題も引き続き宿題として出します。但し、児童の負担増　とならな

いよう、各学級で配慮します。





６．家庭での活用（②連絡帳としての活用）

・週や月の予定、提出物の期日、担任からの連絡などの確実にお知らせ　した

い事項をchromebook内のclassroomに掲示します。

・安心メールを使うまでもない、学級内の小さな連絡もclassroomに掲示　しま

す。

・夕方６時以降にチェックしてください。（あまり早いと更新されてな　い場合があ

ります）

・従来の連絡帳も活用します。（子どもは時間割の書き込み、保護者は担任への　個人

的連絡など）



〇年◯組の連絡掲示板

今月の予定

5日 金 誕生日

10日 水 開校記念日（休日）

18日 木 クラブ体験デー

22日 金 遠足予定

本日の宿題

① 漢字プリント１枚

② 算数プリント１枚

2021/7/3

他連絡

① 遠足の日は雨でもお弁当です。

②

担任からのメッセージ

いつもお世話になっております！今週は毎

月恒例の「お弁当の日」があります、どうぞ

よろしくお願い致します！

また、来週に図工で「牛乳パックロボットを

作る」を予定しております、ご承知おきくださ

い。



７．持ち帰り開始までに家庭で準備するもの

①chromebookのケース
　　子どもですので、どうしてもランドセルを雑に扱い、壊すこともあるようです。そ　のため、ケー
スは必需品となります。
②タッチペン
　　今現在使用する頻度少ないですが、タブレット的な使い方に慣れる意味でも、タッ　チペンは
必要です。
③イヤホン
　　リモートに備えての必需品となります。chromebookはパソコンの中でもスペック　が低く、ス
ピーカーの出力も低いので、イヤホンを通して音を増幅させる必要があり　ます。まだまだリモー
トになる可能性はあるので、用意してもらいますが、音楽や外　国語などで使用するケースもあ
りますので、学校にも持ってきてください。





８．chromebookのトラブルが起きたとき

・家庭用マニュアル「chromebookを使って、お家で勉強しよう！」を準備して　います。

・電波が届かない場合は、学校までご連絡ください。

・chromebookのトラブルによって宿題ができなかった場合は、それ以外の宿題　ができ

ていれば、それで良いこととします。

・chromebookは児童のIDそのものにフィルタリングがかけられています。フィ　ルタリン

グによって、午後１１時から翌朝５時まではインターネットに接続で　きないようになって

います。


